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「農福連携」に関するアンケート
日ごろより県の活動にご協力いただきありがとうございます。

このたび、さらなる農福連携の推進を目的として、アンケート調査を行うこととしました。

お忙しいところ恐れ入りますが、下記のアンケートにお力添えいただけますと幸いです。

どうぞよろしくお願いします。
★下記にご記入をお願いします。　 ※あてはまるものに○をつけてください。
(1) 農福連携への取り組み（障がいのある人の受入）について

【取り組んだことのある方はこちら】　　　　【取り組んだことのない方はこちら】
1 直接雇用　　  　　　　　　　　　　　　① 取り組みたい（雇用）

2 作業委託（福祉事業所、特例子会社等）　② 取り組みたい(福祉事業所等への作業委託）
3 特別支援学校等の実習受入　　　　　　　③ 取り組むことは考えていない
(２) (1)で【ある】を選択…障がいのある人の受入れを始めた動機（きっかけ）は何ですか
【ない】を選択…(1)で①～③と選んだ理由は何ですか 　　　　　
1 人手不足のため　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※複数回答
2 ハローワークや職業相談所等で勧められた

3 知人に勧められた

4 特別支援学校の職場実習の受け入れ

5 経営拡大のため

6 社会貢献のため

7 人手が足りているため

8 障がいのある人への接し方、適切な作業の割振りや作業環境が分からず不安があるため

9 障がいのある人が働きやすい作業内容や環境の提供が難しいため
10 農福連携について、よく知らないため

11  その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

＜★農福連携に取り組んだことのある方は、以下の問いにもご回答お願いします＞
(３) 農福連携をしている年数（障がいのある人の受入年数）
　①１年未満　 　②１年以上～３年未満  　 ③３年以上～５年未満　  　④５年以上

(４) 障がいのある人が担う作業は何ですか 　　　　　　※複数回答

① 農作業（作業内容を記入：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

2 出荷調整

③ 加工
4 販売
5 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　
(５) 障がいのある人を受入れたことによる効果として感じているもの　 　※複数回答

① 労働力が確保された、貴重な戦力となった

② 作業工程の細分化や作業場環境を見直すことにより、作業効率が上がった
③ 作業指示の出し方を改善（単純明快に、等）することで、作業効率が上がった
④ 経営改善につながった

⑤ 経営規模の拡大につながった



⑥ 販路拡大や付加価値向上により、売上増加につながった
⑦ 職場の雰囲気が良くなった。働きやすくなった

⑧ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

(６) これまでに発生した課題 　　　　 ※複数回答

① 障がいある人が働きやすい環境の整備（どのようにしたらよいか、資金面等）

② 障がいのある人への適切な指示の出し方が分からない

③ 従業員と障がいのある人のコミュニケーションへの不安



④ 障がいのある人へのフォロー
⑤ 福祉の知識を持った指導者や相談相手の不足、相談先が分からない
⑥ 賃金、労働時間等の雇用条件に関すること

⑦ その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　　

（７) 今後の農福連携への取り組みについて
　①拡大したい　　　　　②現状維持 　　 　　③縮小したい　

(８) 農福連携について、ご意見、ご要望等ありましたらご記入ください。
　

◆差し支えなければ、農園名や氏名をご記入お願いします。

アンケートは以上です。ご協力ありがとうございました。
いただいた回答は、今後の農福連携推進活動の参考にさせていただき、
それ以外の目的には使用しません。

ご協力いただき、誠にありがとうございました。 （担当：県西部農林事務所 地域振興課 内山）
　　
◎農福連携にご興味のある方は、西部農林事務所または浜松市へ是非ご連絡ください！

◎ 12月24日(木)までに、FAX( 053-458-7168 ) または


メール( ayaka1_uchiyama@pref.shizuoka.lg.jp ）にて ご提出お願いします





（次のページもお願いします）





・静岡県西部農林事務所 地域振興課　053-458-7219


・浜松市 産業部 農業水産課　　　 　053-457-2333









